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◆
組
合
長
挨
拶
―
―
―
―
―

　
本
日
は
、「
令
和
６
年
度
通
常

総
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
何

か
と
ご
多
忙
の
な
か
、
多
数
の
ご

出
席
を
賜
わ
り
、
心
か
ら
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
常
日

頃
よ
り
当
組
合
の
各
事
業
に
対
し

ま
し
て
も
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
ま
し
て
、
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
各
会
議
と
も
書
面

出
席
に
よ
る
開
催
と
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
規
制
緩
和
の

方
針
を
受
け
、
５
年
振
り
の
通
常

開
催
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
水
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
影
響

と
思
わ
れ
る
、
海
流
の
変
化
や
海

水
温
の
上
昇
な
ど
に
よ
る
資
源
水

準
の
低
迷
、
漁
獲
種
類
の
変
化
に

加
え
、
担
い
手
不
足
や
生
産
年
齢

の
高
齢
化
、
更
に
、
秋
サ
ケ
の
こ

こ
数
年
の
記
録
的
な
大
不
漁
な

ど
、
総
じ
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

　
当
組
合
に
お
き
ま
し
て
も
、
係

る
現
状
を
認
識
し
つ
つ
、
組
合
員

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
な

が
ら
、
役
職
員
一
同
、
よ
り
一
層

の
組
織
基
盤
の
強
化
・
充
実
を
目

指
し
、
更
な
る
健
全
経
営
に
向
け

て
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と

も
、
組
合
員
の
皆
様
の
負
託
に
応

え
る
べ
く
、
努
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
従
前
に
も
増
し
て
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
通
常
総

会
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

　
本
日
は
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

●
承
認
・
決
定
さ
れ
た
各
議
案
●

○�

令
和
５
年
度
（
第
75
年
度
）
貸

借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
・
剰

余
金
処
分
案
・
注
記
表
及
び
事

業
報
告
に
つ
い
て

○�

令
和
６
年
度
（
第
76
年
度
）
事

業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

○�

定
款
及
び
定
款
附
属
書
役
員
選

任
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○�

監
事
監
査
細
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○�

長
期
事
業
計
画
書
（
経
営
改
善

計
画
書
）
に
基
づ
く
組
織
改
革

（
高
浜
支
所
の
廃
止
）
に
つ
い
て

○�

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
に

つ
い
て

　
　
そ
の
他

○�

令
和
５
年
度
総
会
（
総
代
会
）

で
議
決
し
た
事
項
の
処
理
状
況

に
つ
い
て

○�

漁
業
生
産
力
の
発
展
に
関
す
る

計
画
の
達
成
状
況
に
つ
い
て

●
報
告
さ
れ
た
事
業
の
概
況
●

◎
共
済
事
業

　「
浜
の
笑
顔
を
共
済
と
と
も
に

Ｊ
Ｆ
共
済
３
か
年
計
画
」
の
初
年

度
を
実
施
し
た
結
果
、
事
業
総
利

益
（
粗
利
益
）
は
５
５
１
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

◎
購
買
事
業

　
さ
け
稚
魚
の
餌
飼
料
は
親
魚
の

減
少
に
伴
い
稚
魚
減
少
の
た
め
計

画
を
下
回
っ
た
が
、
Ａ
重
油
、
漁

網
綱
類
、
一
般
機
器
類
、
ゴ
ム
製

品
類
、
包
装
資
材
、
そ
の
他
漁
業

資
材
の
取
扱
量
等
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
、
計
画
を
上
回
る
結
果
と

な
り
、
事
業
総
利
益
（
粗
利
益
）

は
５
１
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
販
売
事
業

　
天
然
生
産
物
の
ウ
ニ
は
、
口
開

け
回
数
が
１
２
回
と
前
年
度
よ
り

１
回
減
少
し
た
が
、
魚
市
場
個
人

出
荷
の
生
ウ
ニ
と
殻
付
ウ
ニ
の
増

加
に
よ
り
、
前
年
度
並
み
の
金
額

と
な
っ
た
。
ア
ワ
ビ
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
同
様
に
海
況
に
恵
ま
れ
ず

口
開
け
回
数
が
３
回
に
止
ま
っ
た

う
え
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
海
洋
放

出
の
影
響
を
受
け
単
価
安
と
な

り
、
金
額
で
前
年
度
を
大
き
く
下

回
っ
た
。
ナ
マ
コ
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
並
み
の
水
揚
数
量
と
な
っ

た
が
、
同
様
に
単
価
安
に
よ
り
金

額
で
前
年
度
を
下
回
っ
た
。
養
殖

生
産
物
の
カ
キ
の
東
京
豊
洲
市
場

向
け
出
荷
は
、
他
県
の
大
幅
な
出

荷
数
量
減
少
に
よ
り
高
値
で
推
移

し
た
が
、
高
水
温
の
影
響
や
麻
痺

性
貝
毒
の
出
荷
自
主
規
制
に
よ
り

出
荷
数
量
の
減
少
と
な
っ
た
。
ホ

タ
テ
は
時
化
に
よ
る
落
下
及
び
同

じ
く
麻
痺
性
貝
毒
の
出
荷
自
主
規

制
に
よ
り
大
幅
な
数
量
、
金
額
の

減
少
と
な
り
、
す
き
昆
布
も
、
高

水
温
の
影
響
を
受
け
出
荷
数
量
が

伸
び
悩
ん
だ
が
、
販
売
事
業
取

扱
高
は
計
画
を
上
回
る
結
果
と
な

り
、
事
業
総
利
益
（
粗
利
益
）
は

通　常　総　 会　開　催通　常　総　 会　開　催
（第 75 年度）令 和 6 年 度

　
令
和
６
年
度
通
常
総
会
が
６
月
28
日
（
金
）
宮
古
漁
協
ビ
ル
４
階
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
令
和
６
年
度
事
業
計
画
等
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
通
り
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
正
組
合
員
３
７
０
名
（
本
人
出
席
４
７
名
、
代
理
出
席
２
名
、
書
面
決
議
３
２
１
名
）

が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。
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１
，
０
６
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
製
氷
冷
凍
冷
蔵
事
業

　
製
氷
工
場
及
び
自
動
製
氷
販
売

機
に
よ
る
供
氷
体
制
に
よ
り
、
各

種
漁
船
漁
業
及
び
出
荷
業
者
の
高

鮮
度
な
水
産
物
の
水
揚
げ
・
販
売

に
寄
与
し
た
。
ま
た
、
安
定
し
た

餌
料
の
供
給
と
保
管
に
努
め
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ

た
体
制
に
よ
り
、
冷
凍
販
売
品

及
び
受
託
加
工
品
の
生
産
作
業
を

行
っ
た
。
事
業
取
扱
数
量
と
し
て

は
、
製
氷
部
門
は
今
年
も
サ
ン

マ
・
秋
サ
ケ
の
不
漁
が
響
き
計
画

を
下
回
っ
た
が
、
前
年
度
を
上
回

る
実
績
と
な
っ
た
。
冷
凍
販
売
部

門
で
は
、
主
要
魚
種
で
あ
っ
た
サ

ン
マ
・
秋
サ
ケ
は
不
漁
に
よ
り
取

扱
い
は
数
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
ス

ル
メ
・
タ
ラ
等
の
取
扱
い
が
増
え
、

計
画
・
前
年
度
と
も
に
上
回
る
取

扱
い
と
な
っ
た
。
受
託
保
管
部
門

は
計
画
を
上
回
り
、
受
託
加
工
部

門
で
は
、
ワ
カ
メ
が
減
産
と
な
っ

た
も
の
の
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
と
な

り
、
事
業
総
利
益
（
粗
利
益
）
は

▲
２
，
５
６
３
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

◎
漁
業
自
営
事
業

　
主
要
魚
種
で
あ
る
秋
サ
ケ
は
近

年
、
三
陸
沿
岸
の
海
水
温
が
平

年
よ
り
高
い
状
態
が
続
い
て
お

り
、
群
れ
が
岸
に
近
づ
け
な
い
こ

と
や
春
先
に
放
流
し
た
稚
魚
が
海

水
温
が
高
い
影
響
で
十
分
に
成
長

で
き
ず
、
増
加
と
回
帰
率
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
要
因
が
見

ら
れ
、
漁
獲
尾
数
は
約
２
千
尾
と

前
年
度
を
大
き
く
下
回
っ
た
。
そ

の
他
の
魚
種
で
は
サ
バ
の
漁
獲
数

量
増
加
に
加
え
、
イ
ワ
シ
の
大

量
入
網
も
あ
り
、
昨
年
度
同
様
に

好
漁
や
単
価
高
に
恵
ま
れ
、
総
水

揚
高
は
計
画
を
上
回
る
結
果
と
な

り
、
事
業
総
利
益
（
粗
利
益
）
は

４
２
，
３
５
１
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

◎
市
場
事
業

　
地
方
卸
売
市
場
の
役
割
と
し

て
、
受
入
態
勢
の
強
化
並
び
に
公

正
な
販
売
取
引
を
念
頭
に
、
品
質

衛
生
管
理
の
充
実
及
び
県
内
外
の

廻
来
船
誘
致
活
動
の
取
り
組
み
を

主
に
、
水
揚
増
大
を
目
標
に
日
々

努
め
た
結
果
、
底
曳
網
漁
業
の

イ
カ
類
及
び
カ
ゴ
漁
業
・
近
海

小
型
漁
業
の
タ
コ
類
の
水
揚
が

著
し
く
、
水
揚
高
は
増
加
し
た

も
の
の
助
宗
タ
ラ
の
漁
獲
量
が

減
少
し
取
扱
量
は
計
画
を
下
回

る
結
果
と
な
っ
た
が
、
事
業
総
利

益
（
粗
利
益
）
は
計
画
を
上
回
る

１
８
，
３
７
９
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

◎
造
船
事
業

　
安
全
を
第
一
に
生
産
向
上
に
努

め
た
結
果
、
外
注
工
事
が
多
か
っ

た
も
の
の
修
理
料
の
増
加
に
よ

り
、
受
入
利
用
料
は
計
画
を
上
回

る
１
０
，
０
６
９
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

◎
指
導
事
業

　「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」、「
浜

の
活
力
再
生
広
域
プ
ラ
ン
」、「
漁

業
生
産
力
の
発
展
に
関
す
る
計

画
」
を
基
軸
と
し
て
取
組
み
な
が

ら
、
高
浜
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
で

の
ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ
・
ホ
ヤ
種
苗

の
安
定
供
給
に
努
め
る
と
と
も

に
、「
未
来
に
つ
な
ぐ
美
し
い
海

計
画
」
に
基
づ
く
漁
場
環
境
調
査

等
を
行
い
関
係
組
合
員
へ
情
報
を

提
供
し
た
。
ま
た
、
環
境
の
変
化

に
よ
る
対
策
を
関
係
機
関
と
図
る

な
ど
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
海
洋
放

出
に
伴
う
漁
業
者
支
援
事
業
の
周

知
を
行
っ
た
。

　
広
報
誌
「
漁
協
だ
よ
り
」
に
よ

り
各
種
講
習
会
等
の
開
催
や
水
産

全
般
に
関
す
る
諸
情
報
提
供
と
知

識
の
普
及
に
努
め
た
。
ま
た
、
下

部
組
織
で
あ
る
女
性
部
・
青
壮
年

部
に
対
し
、
組
織
の
活
動
支
援
を

図
る
と
と
も
に
、
漁
場
管
理
と
船

舶
の
航
行
安
全
対
策
を
図
り
な
が

ら
、
関
係
機
関
と
連
携
の
も
と
、

流
出
油
発
生
時
の
被
害
拡
大
防
止

対
策
や
密
漁
防
止
強
化
と
漁
業
秩

序
の
維
持
を
図
る
た
め
、
密
漁
啓

発
看
板
の
設
置
、
漁
場
監
視
船
等

に
よ
る
漁
場
監
視
活
動
に
努
め
た
。

　
磯
根
資
源
の
増
繁
殖
を
図
る
た

め
、
ア
ワ
ビ
種
苗
２
４
０
千
個
及

び
ナ
マ
コ
種
苗
２
０
千
個
、
内
湾

奥
域
漁
場
に
お
い
て
は
ア
サ
リ

０
．
９
ト
ン
、
ホ
ッ
キ
貝
１
ト
ン

を
そ
れ
ぞ
れ
放
流
し
、
魚
類
に
つ

い
て
は
、
ヒ
ラ
メ
稚
魚
５
６
千

尾
、
内
水
面
に
お
い
て
は
ア
ユ
稚

魚
１
５
０
㎏
を
放
流
し
、
う
ぐ
い

の
増
産
を
目
的
に
産
卵
場
造
成
に

も
努
め
た
。

◎
さ
け
・
ま
す
ふ
化
放
流
事
業

　
遡
上
親
魚
の
急
激
な
減
少
を
受

け
、
北
海
道
及
び
秋
田
県
か
ら
種

卵
を
移
入
し
大
型
で
強
靭
な
稚
魚

の
生
産
に
努
め
た
が
、
津
軽
石
、

松
山
両
ふ
化
場
の
放
流
尾
数
は
計

画
を
下
回
る
１
０
，
９
０
０
千
尾

と
な
り
ま
し
た
。

◎
無
線
事
業

　
漁
船
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
定
時
気
象
通
報
・
救
命
胴
衣

着
用
の
周
知
と
併
せ
、
各
警
報
・

注
意
報
発
令
時
や
ウ
ニ
・
ア
ワ
ビ

等
の
開
口
時
に
は
い
ち
早
い
情
報

発
信
に
努
め
た
。
北
朝
鮮
ミ
サ
イ

ル
発
射
時
に
は
漁
業
安
全
情
報
伝

達
迅
速
化
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
緊
急

速
報
を
発
信
致
し
ま
し
た
。

◎
魚
類
養
殖
事
業

　
第
４
期
目
は
、
令
和
５
年
４
月
よ

り
７
月
中
旬
ま
で
に
１
２
９
．
７
８

ト
ン
を
出
荷
し
、
水
揚
金
額
は
事

業
計
画
を
上
回
る
１
２
，
０
５
１
万

円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

通　常　総　 会　開　催通　常　総　 会　開　催
（第 75 年度）令 和 6 年 度
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◎
利
用
事
業

　
各
共
同
利
用
施
設
の
適
正
な
管

理
と
運
営
を
図
り
、
組
合
員
へ
の

利
用
促
進
に
努
め
ま
し
た
。

◎
そ
の
他
の
事
業

　
森
林
が
海
洋
資
源
に
与
え
る
重

要
性
を
踏
ま
え
、
森
林
監
視
巡
視

委
託
に
よ
る
資
産
の
維
持
と
管
理

に
努
め
ま
し
た
。

　
我
が
国
の
経
済
は
、
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
回
復
や
各
種
政
策
の
効
果
を

通
じ
、
景
気
が
持
ち
直
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
の
、
海

外
景
気
の
下
振
れ
が
我
が
国
の
景

気
を
下
押
し
す
る
リ
ス
ク
や
金
融

資
本
市
場
の
変
動
等
の
影
響
に
十

分
注
意
し
、
さ
ら
に
、
能
登
半
島

地
震
の
経
済
に
与
え
る
影
響
に
十

分
留
意
し
な
が
ら
先
行
き
を
注
視

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
水
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
総
じ
て
厳
し
い
状
況
下
が

続
い
て
お
り
、
組
合
員
の
期
待
と

信
頼
に
応
え
る
漁
協
組
織
体
と
し

て
、
従
前
に
も
増
し
て
よ
り
健
全

な
漁
業
経
営
機
能
の
確
立
と
組
織

基
盤
の
強
化
・
充
実
を
目
指
し
、

「
岩
手
県
漁
協
組
織
強
化
計
画
」

を
基
軸
に
、
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
岩
手

の
新
運
動
方
針
等
の
着
実
な
推
進

と
実
現
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
水

産
資
源
の
適
切
な
管
理
と
水
産
業

の
成
長
産
業
化
を
両
立
さ
せ
た
活

力
あ
る
漁
業
を
構
築
す
る
た
め
、

各
種
計
画
及
び
資
源
管
理
な
ど
に

取
り
組
み
、
浜
の
構
造
改
革
や
漁

業
者
（
組
合
員
）
の
所
得
向
上
に

向
け
た
改
革
を
促
進
し
、
協
同
組

織
体
と
し
て
不
測
の
事
態
に
も
耐

え
う
る
強
靭
な
体
制
構
築
が
必
須

で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
実
践
に
は
、
組
合
員
各
位

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
わ
っ
て

こ
そ
実
効
が
挙
が
る
も
の
で
あ

り
、
次
の
重
点
事
項
を
掲
げ
鋭
意

専
心
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

１�

．
組
合
員
の
信
頼
に
応
え
う
る

更
な
る
組
織
強
化
を
目
指
し
、

「
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
新
運
動
方
針
」

に
対
応
し
た
「
岩
手
県
版
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
実
践
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

２�

．
漁
業
再
生
・
発
展
と
諸
課
題

解
決
に
向
け
て
「
浜
の
活
力
再

生
（
広
域
）
プ
ラ
ン
」
や
各
種

計
画
、
資
源
管
理
協
定
を
基
軸

に
、
引
き
続
き
そ
の
実
行
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

３�

．
組
織
基
盤
の
強
化
・
充
実
を
目

指
し
「
長
期
事
業
計
画
（
経
営

改
善
計
画
）」
の
着
実
な
推
進
と

実
現
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

４�

．
環
境
保
全
対
策
の
継
続
実
施

と
海
洋
環
境
の
注
視
に
努
め
、

資
源
管
理
型
漁
業
の
効
果
的
実

践
に
よ
る
漁
業
生
産
力
の
向

上
、
及
び
適
切
な
漁
場
管
理
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

５�

．
衛
生
管
理
の
徹
底
に
よ
る
各

種
水
産
物
の
「
安
全
・
安
心
・

高
品
質
化
」
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

６�

．組
合
員
の
経
営
安
定
に
貢
献
し

う
る
各
般
事
業
の
効
率
的
か
つ

積
極
的
展
開
、
及
び
ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
削
減
と
可
能
な
限
り
の

自
助
努
力
を
傾
注
し
、
組
合
経

営
の
健
全
性
確
保
と
組
織
基
盤

の
強
化
・
安
定
を
目
指
し
ま
す
。

７�

．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令

等
遵
守
）
の
徹
底
と
内
部
管
理

体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

８�

．
感
染
症
対
策
等
に
よ
る
行
動

変
容
へ
の
対
応
に
努
め
ま
す
。

令
和
５
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

令
和
５
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

令
和
５
年
度
基
本
方
針
・
重
点
事
項

令
和
6
年
度

基
本
方
針
・
重
点
事
項

令
和
6
年
度

基
本
方
針
・
重
点
事
項

第
一
回
理
事
会

（ ）４月
２６日

第
二
回
理
事
会

（ ）５月
２０日

第
四
回
理
事
会

（ ）６月
２８日

第
三
回
理
事
会

（ ）６月
３日

理
事
会
報
告

第
五
回
理
事
会

（ ）７月
９日

㈠�

組
合
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

　（
継
承
加
入
者
）

　
沼
里
　
剛
（
津
軽
石
地
区
）

㈡�

令
和
６
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
定
に
つ

い
て

㈢�

資
産
自
己
査
定
の
報
告
に
つ
い
て

㈣�

固
定
化
債
権
の
回
収
状
況
及
び

処
理
方
針
に
つ
い
て

㈤�

漁
業
生
産
力
の
発
展
に
関
す
る

計
画
の
達
成
状
況
に
つ
い
て

㈥�

令
和
５
年
度
業
務
報
告
に
つ
い
て

㈦�

令
和
６
年
度
事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

㈧�

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
に

つ
い
て

　
　
そ
の
他

㈠�

魚
市
場
水
揚
報
告
に
つ
い
て

㈡�

登
録
買
受
人
届
出
事
項
変
更
に

つ
い
て

㈢�

令
和
５
年
度
組
合
脱
退
者
の
報

告
に
つ
い
て

㈣�

令
和
５
年
度
下
半
期
開
催
の
理

事
会
決
定
事
項
の
処
理
状
況
に

つ
い
て

㈠�

組
合
加
入
に
つ
い
て

　（
新
規
加
入
者
）

　
前
川
　
秀
人
（
崎
山
地
区
）

　
浜
田
　
涼
（
津
軽
石
地
区
）

㈡�

定
款
及
び
定
款
附
属
書
役
員
選

任
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

㈢�

県
常
例
検
査
結
果
の
通
知
事
項

に
対
す
る
改
善
状
況
報
告
に
つ

い
て

㈣�

買
受
人
新
規
申
込
み
の
承
認
に

つ
い
て

㈤�

令
和
５
年
度
業
務
全
般
監
査
報

告
に
つ
い
て

㈥�
運
営
部
会
の
廃
止
に
つ
い
て

㈦�

総
代
会
・
総
会
提
出
議
案
審
議

に
つ
い
て

㈧�

総
代
会
・
総
会
開
催
日
時
決
定

に
つ
い
て

　
　
そ
の
他

㈠�

業
務
報
告
に
つ
い
て

㈡�

ト
ラ
ウ
ト
の
出
荷
状
況
等
に
つ

い
て

㈢�

推
薦
委
員
の
報
告
に
つ
い
て

㈠�

総
代
協
議
会
に
提
案
す
る
全
地

区
役
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い

て
㈡�

長
期
事
業
計
画
書
（
経
営
改
善

計
画
書
）
に
基
づ
く
組
織
改
革

（
高
浜
支
所
の
廃
止
）
に
つ
い
て

㈢�

総
会
提
出
議
案
審
議
に
つ
い
て

㈠�

代
表
理
事
組
合
長
及
び
副
組
合

長
理
事
並
び
に
販
売
担
当
理
事

の
選
任
に
つ
い
て

㈠�

理
事
の
辞
任
に
つ
い
て

㈡�

理
事
・
監
事
の
席
順
に
つ
い
て

㈢�

令
和
６
年
度
に
お
け
る
理
事
の

報
酬
額
決
定
に
つ
い
て

㈣�

第
２
回
総
代
会
提
出
議
案
審
議

お
よ
び
開
催
日
時
決
定
に
つ
い
て

㈤�

令
和
６
年
度
に
お
け
る
退
任
役

員
に
対
す
る
役
員
退
任
慰
労
金

の
支
給
に
つ
い
て



※大井誠治理事（再）は、７月１日付で退任されました。

（5） 第１６２号 令和６年８月発行みやこ漁協だより

　
こ
の
度
、
宮
古
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長

に
就
任
致
し
ま
し
た
山
根
秀
幸
で
ご
ざ
い
ま
す
。
責

任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
が
、
全
力
を
挙
げ
て
職

務
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
御
承
知
の
よ
う
に
、
漁
業
を
取

巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
漁
業
者
、
漁
協
経
営

に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
状
況
下
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
副
組
合
長

並
び
に
役
員
一
同
と
一
致
団
結

し
、
関
係
機
関
の
ご
指
導
を
頂
き

な
が
ら
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え

て
行
き
た
い
と
決
心
を
新
た
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害

等
、
全
国
的
に
も
非
常
に
困
難
な

時
代
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
組
合

長
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
、
組
合
員

の
皆
様
と
一
丸
と
な
っ
て
歩
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
大
井
誠

治
前
組
合
長
の
こ
れ
ま
で
の
御
活

躍
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
組
合
員
皆
様
の
ご

繁
栄
と
ご
健
勝
を
祈
り
就
任
の
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

　
去
る
六
月
二
十
八
日
（
金
）
宮

古
漁
協
ビ
ル
四
階
大
会
議
室
で

開
催
さ
れ
た
通
常
総
会
に
お
い

て
、
次
の
方
々
が
役
員
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

新
役
員
紹
介

新
役
員
紹
介

新
役
員
紹
介

理　事（新）

岩　間　真　司

理　事（再）

平　子　昌　彦

理　事（再）

小　鯖　　　一

販売担当理事（新）

小　田　憲　男

理　事（新）

大須賀　敏　之

理　事（再）

堀　内　喜逸郎

理　事（再）

山　根　義　之

理　事（新）

前　川　善　昭

理　事（再）

金　澤　正　男

監　事（新）

金　澤　広　記

監　事（再）

加　倉　憲　雄

監　事（再）

亀　梨　正　明

代表監事（新）

山　根　正　敬

理　事（再）

中　村　茂　男

副組合長理事（新）

船　越　　　仁

代表理事組合長（新）

山　根　秀　幸

理　事（再）

大　井　誠　治

新
組
合
長
就
任
の
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長
　
山

根

秀

幸



（6）第１６２号 令和６年８月発行みやこ漁協だより

『職員人事異動のお知らせ』
�

「
未
来
に
つ
な
ぐ
美
し
い
海
計

画
」
に
基
づ
く
漁
場
環
境
調
査
に

つ
い
て
、
日
出
島
・
臼
木
・
白
浜

漁
場
の
三
定
点
に
お
け
る
透
明

度
・
水
温
・
比
重
・
栄
養
塩
（
硝

酸
態
窒
素
）
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
御
報
告
致
し
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
結
果
と
昨
年
同
期

を
比
較
し
ま
す
と
、
水
温
…
５
月

か
ら
７
月
ま
で
は
、
昨
年
よ
り
低

く
推
移
し
て
い
ま
す
。
比
重
…
昨

年
同
様
安
定
し
て
お
り
ま
す
。
栄

養
塩
…
０
ｍ
層
の
５
月
が
昨
年
よ

り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

他
の
月
と
10
ｍ
層
は
高
く
推
移
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
漁
協
だ
よ
り

等
、
各
支
店
・
支
所
に
て
結
果
が

ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
皆
様
に

は
参
考
に
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

ℓℓ

ℓ

ℓ

ℓ
ℓ

ℓ

ℓ ℓ

4

6

8

10

12

5

10

15

20

25

5

10

15

20

25

20

22

24

26

28

30

22

24

26

28

30

10

20

30

40

50

10

20

30

40

50

４月 ５月 ６月 ７月

４月 ５月 ６月 ７月

４月 ５月 ６月 ７月

４月 ５月 ６月 ７月 ４月 ５月 ６月 ７月

４月 ５月 ６月 ７月 ４月 ５月 ６月 ７月

白　浜

 日出島

臼　木

（μg/o) （μg/o)

硝
酸
態
窒
素
（

　ｍ
）

10

(℃) (℃)

水
温
（

　ｍ
）

10

比
重
（

　ｍ
）

10

硝
酸
態
窒
素
（
０
ｍ
）

比
重
（
０
ｍ
）

水
温
（
０
ｍ
）

透
明
度
（
ｍ
）



（7） 第１６２号 令和６年８月発行みやこ漁協だより

 １．退　職

氏　　名 職　　　名 備　　　考

八　木　浩　司 金融共済部長 令和６年５月３１日付　定年退職

佐　藤　和　典 総務部高浜支所長 令和６年７月３１日付　定年退職

川　戸　京　子
市場販売部市場販売課市場販売

電算・統計係長
令和６年７月３１日付　定年退職

北　村　優　幸 製氷冷凍部生産課生産係 令和６年７月３１日付　定年退職

前　川　　　恭 総務部高浜支所係 令和６年７月３１日付　自己都合

竹　林　敦　司 総務部松山ふ化場係（嘱託） 令和６年７月３１日付　自己都合

 ２．採　用（令和６年６月１日付）

氏　　名 職　　　名 備　　　考

八　木　浩　司 金融共済部長（嘱託） 再雇用

金　澤　則　雄 総務部庶務課庶務係（嘱託） 東日本信漁連退職後、再採用

 ３．異　動（令和６年８月１日付）

氏　　名 異　動　後 異　動　前

舘　下　仁　志 総務部崎山支所長（嘱託） 総務部鍬ヶ崎支店長（嘱託）

小笠原　克　治 総務部鍬ヶ崎支店長 総務部崎山支所長代理

小　林　耕　也 市場販売部市場販売課市場販売係 製氷冷凍部生産課生産係

伊　藤　恭　輔 総務部鍬ヶ崎支店係 業務部業務課業務係

乙　戸　玲　温 業務部業務課業務係 市場販売部市場販売課市場販売係

林　下　竜　聖 製氷冷凍部生産課生産係 総務部鍬ヶ崎支店係

金　澤　則　雄 総務部津軽石支店係（嘱託） 総務部庶務課庶務係（嘱託）

『職員人事異動のお知らせ』

漁船保険にご加入中の方へ

　マリンモーターの保険加入をご希望する方は、下記事項をご確認のうえ、本所指導課又は各支店支所へお問い合わせください。

○保険填補について

　１．船体に固定している場合に限り保険填補の対象となること。

　　　　※損傷したマリンモーターは船体に固定したまま確認するため、外して業者へ持ち込むと保険対応不可です。

　２．１３原因（沈没、座礁、衝突、火災、銃砲弾の命中、爆発、高圧ガスの噴出、盗難、異常な浸水、異常な風浪、拿捕、

　　　抑留、落雷）のみの保険填補であること。

　　　　※マリンモーターは電気設備のため、不調では保険対応不可です。

　３．保険填補の額が１万円に満たないときは、保険填補できません。

○保険引受について

　１．メーカー、型式、年式、購入費等を確認するため、請求書又は見積書の提出が必要です。

　２．保険価額・保険金額が増額となり差額保険料が発生する可能性があります。

　３．漁期間中のみの加入はできません。
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　下記の通り、クルーズ船の入港予定があります。付近を航行する際は、クルーズ船の
運航に支障のないよう、又、航路に漁具の設置等をしないよう、ご協力をお願いします。
なお、入出港時間が変更となる場合がありますので、ご注意願います。

宮古港へのクルーズ船寄港時のお願い

入 港 日 入 港 出 港 船　名　等

9 月 22 日（日） 8：00 18：00 シーボーン・オデッセイ
（総トン数：32,477 トン　全長：198 ｍ　全幅：30 ｍ）

9 月 24 日（火） 8：00 18：00 シルバー・ミューズ
（総トン数：40,700 トン　全長：213 ｍ　全幅：27 ｍ）

9 月 27 日（金）
9 月 29 日（日）

10：00
14：00

13：00
17：00

にっぽん丸
（総トン数：22,472 トン　全長：167 ｍ　全幅：24 ｍ）

9 月 29 日（日） 8：00 18：00 シルバー・ノヴァ
（総トン数：55,051 トン　全長：244 ｍ　全幅：30 ｍ）

10 月 26 日（土） 8：00 17：00 レガッタ
（総トン数：30,277 トン　全長：181 ｍ　全幅：25 ｍ）

≪事業の内容≫

　燃油高騰対策として、漁業者と国が資金を積み立て、燃油価格が一定の基準を超えて上昇した場合に補てん金が支払わ

れます。積立（契約）期間は３年で満了の申し出がなければ同じ内容で自動更新され、積立残額は翌年度に繰越されます。

また、積立金は毎年納入します。

１．補てん基準

　補てん金は四半期（３ヶ月）ごと、燃油の平均価格が★７中５平均値を超えた場合に支払われます。（補てん金の内訳

「国からの助成金」＋「積立金からの取崩額」）

★７中５平均値 ： 直前７年間（８４ヶ月分）の各月の平均価格のうち高値１２ヶ月分と低値１２ヶ月分を除いた５年

（６０ヶ月）分の平均値

２．急騰対策

　補てん基準価格を超えない場合でも一定期間に急激な上昇があった場合には補てん金が支払われるほか、各加入者の判

断に応じて、加入者の積立金から付加補填金が支払われます。

◆問い合わせ先　本所指導課まで◆

漁業経営セーフティーネット構築事業について
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